
孕
安
朝
初
期
の
女
装
歯
並
静
聴
的
背
景

（
土
）
・

’

櫻

井

秀

　
李
安
初
期
の
女
装
を
考
へ
ん
に
は
そ
れ
に
先
だ
ち
少
し
く
當
時
の
世
相
に
就
て
知
る
の
要
あ
る
べ
し
。
よ
り
て
延
暦
輿

都
以
降
藤
氏
掘
關
の
先
例
を
見
る
に
至
る
ま
で
の
間
ご
藤
民
辮
關
の
慣
例
成
立
後
の
そ
れ
ご
に
分
ち
て
、
そ
の
大
勢
を
説

か
・
ん
ご
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
第
一
期
に
於
け
る
本
邦
文
化
の
構
成
は
主
ご
し
て
三
要
素
よ
り
成
る
。
印
ち
①
内
國
式
②
職
掌
島
及
江
南
式
十
階
唐
式

帥
ち
こ
れ
な
り
。
而
し
て
更
に
右
の
三
連
を
次
の
如
く
魑
別
す
る
を
競
べ
し
。

　
σ
ウ
　
古
典
的
l
i
國
風
及
唐
式
以
外
の
文
化

　
働
　
現
實
的
丁
麿
式
文
化

か
く
の
如
く
相
異
せ
る
文
化
の
潮
流
は
各
種
の
地
黙
に
於
て
交
綜
合
流
し
、
或
は
中
間
機
式
の
襲
生
を
組
し
こ
ご
も
あ
る

べ
く
．
各
良
に
を
の
勢
力
の
消
長
あ
り
し
も
の
、
如
毒
。
．
遷
れ
ざ
も
そ
の
中
心
を
形
成
せ
る
も
の
、
第
三
の
母
式
な
り
し

は
殆
ざ
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
事
實
な
り
こ
す
。
か
く
の
如
き
文
化
の
形
勢
は
宮
代
の
服
飾
界
を
考
ふ
る
上
に
棄
て
も
親
過

　
　
　
第
八
巻
　
研
究
　
尋
安
朝
初
期
の
女
襲
及
典
飛
倉
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

一
〇
一
（
「
〇
一
）



　
　
　
第
入
巷
　
研
究
　
目
安
朝
魏
期
の
女
斐
及
其
漁
倉
的
背
紫
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

一
〇
二
（
一
〇
二
）

し
難
き
條
件
に
し
て
、
斯
界
も
亦
三
式
併
行
の
脂
玉
を
出
で
ざ
り
し
も
の
に
似
た
り
。

・
か
く
て
第
二
期
に
入
る
や
、
第
二
式
は
衰
退
の
極
に
達
せ
ん
こ
し
、
第
一
或
は
第
三
式
に
守
牧
包
旛
せ
ら
る
＼
こ
ご
ご

な
り
濾
。
さ
b
な
が
ら
残
存
せ
し
爾
式
は
依
然
そ
の
樹
立
を
電
器
し
、
第
三
式
が
公
的
中
心
の
そ
れ
な
b
し
瓢
も
、
未
だ

鍵
動
を
見
ざ
る
が
如
し
Q
だ
や
實
際
的
強
盗
に
基
け
る
誹
風
勢
力
の
籏
充
は
漸
次
そ
の
度
を
増
撫
す
る
こ
ご
、
な
れ
）
。

右
に
い
ふ
ご
こ
ろ
は
、
帥
ち
予
が
卒
安
初
期
の
女
装
に
つ
い
て
知
り
得
た
る
傾
向
の
大
概
な
り
こ
す
。

．
〔
註
〕
（
－
）
右
の
他
に
、
印
慶
式
ミ
も
い
ふ
べ
き
要
素
の
存
在
は
こ
れ
を
認
む
。
然
し
乍
ら
、
そ
は
主
ミ
し
て
黒
雲
文
化
の
方
面
に
隈
ら

　
　
　
　
　
れ
、
服
飾
の
如
き
覗
象
に
は
著
し
き
直
接
の
影
響
な
か
り
し
な
ら
カ
。
（
但
し
佛
教
關
係
の
風
俗
を
除
く
）
ま
た
、
第
二
、
第

：
　
　
　
　
　
三
献
を
通
じ
て
内
地
に
入
り
誉
れ
る
南
ア
ジ
ア
の
風
習
多
か
ら
む
も
、
そ
れ
は
姑
ら
く
右
の
爾
式
に
含
ま
せ
た
り
。

：二

　
中
古
の
琶
態
に
て
は
交
化
的
典
型
の
源
泉
が
、
宮
廷
を
包
括
す
る
上
級
証
會
な
う
七
こ
ご
言
を
倹
π
す
。
さ
れ
ば
試
み

に
宮
廷
文
化
の
中
3
5
な
る
べ
き
列
聖
の
御
性
行
を
見
む
に
、
更
は
傳
へ
て
い
は
く

精
帥
聰
敏
、
玄
鷺
宏
違
、
博
綜
経
書
、
工
於
交
藻
。
砕
城
（
日
本
軍
紀
十
四
恕
首
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
天
皇
識
遠
沈
敏
、
智
謀
蕪
辞
、
智
慧
萬
機
、
剋
欝
欝
精
、
省
微
煩
費
棄
絶
珍
奇
法
命
巌
正
、
鵠
中
然
警
備
猜
忌
居
上
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踵

　
寛
、
　
（
類
聚
闘
悶
史
二
十
五
、
帝
王
五
、
太
上
天
皇
、
亭
城
崩
御
條
）



■籠
城
帝
の
文
化
に
樹
す
る
御
態
度
に
つ
い
て
は
、
天
武
帝
に
類
す
る
も
の
あ
り
し
ご
す
る
所
説
な
し
8
せ
す
◎
解
れ
ご
も

當
時
に
近
き
代
に
於
け
る
史
家
の
批
評
を
池
じ
て
考
ふ
る
ご
き
は
、
そ
の
御
代
に
於
て
里
民
主
義
ご
も
見
ら
る
、
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

存
す
る
は
噂
む
し
ろ
勤
倹
政
策
の
流
露
に
過
ぎ
ざ
る
を
察
せ
し
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
。

　
叡
哲
聰
明
萢
綜
衆
藝
、
最
耽
経
吏
講
諦
不
倦
教
練
漢
書
辮
其
清
濁
輪
中
百
家
莫
通
覧
条
重
文
藻
善
書
黒
斑
中
並
工
弓
射
鵯
中

　
至
鼓
琴
吹
管
柵
中
留
意
醤
術
m
締
（
績
日
本
後
髪
二
＋
、
務
鮮
三
年
三
月
癸
卯
條
）

　
垂
心
政
事
、
性
甚
明
察
、
能
知
入
好
、
專
思
天
下
昇
準
之
化
詠
っ
中
憲
法
頗
峻
勧
申
風
聞
補
替
遷
除
之
事
、
吏
人
遣
星
章
罷
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
之
憂
鶴
舷
（
文
徳
實
録
＋
、
天
安
二
年
八
月
甲
子
條
）

三
時
の
史
筆
に
し
て
大
綱
を
誤
ら
す
ご
す
れ
ば
、
諸
帝
が
み
な
大
陸
文
化
に
号
し
て
、
深
黛
素
養
を
見
せ
ら
れ
し
こ
ご
疑

ひ
な
か
ら
む
。
從
て
宮
聞
の
風
爾
も
亦
こ
れ
を
察
す
る
に
難
か
ら
す
ご
謂
ふ
べ
し
。
特
に
弘
仁
の
世
は
そ
の
著
し
き
も
の

あ
り
し
如
く
翫
承
和
の
朝
に
及
ん
で
、
少
し
く
古
典
的
氣
運
の
興
隆
を
見
む
ビ
せ
し
も
の
の
如
し
。
績
日
本
後
結
隻
天

長
十
年
四
月
條
に
い
は
く
、

　
戊
午
朔
、
天
皇
御
紫
籏
殿
、
賜
侍
臣
酒
、
智
嚢
之
次
清
中
百
濟
王
勝
義
奏
百
濟
國
風
俗
舞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
戊
寅
、
左
衛
門
左
兵
衛
二
府
奉
献
呉
樂
、
賜
群
臣
腺
需
品
、

　
壬
午
、
出
雲
國
旧
卒
國
三
三
三
豊
持
等
澄
徹
静
舶
申
天
皇
御
大
極
殿
受
其
淋
壽
、

こ
れ
等
の
事
例
は
前
文
に
見
え
し
ビ
こ
ろ
の
多
方
面
な
る
御
性
格
を
護
す
る
の
み
な
ら
す
、
自
然
そ
の
御
趣
好
が
必
ず
し
・

　
　
　
第
八
巻
　
　
研
　
究
　
　
平
安
朝
初
期
の
女
装
及
其
搬
會
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錐
一
、
號
　
　
「
〇
三
「
（
…
0
一
二
）



　
　
第
八
谷
　
研
究
　
挙
妥
覇
初
期
の
女
斐
及
其
砒
會
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
弟
一
號
　

一
〇
四
（
一
〇
四
）

　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
し
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

も
唐
式
に
の
み
偏
せ
ざ
り
し
を
告
ぐ
る
も
の
ε
謂
ふ
べ
し
ρ
ま
だ
嘉
群
二
年
三
月
南
都
の
僑
徒
が
寳
箕
を
賀
し
て
古
調
の

長
歌
を
軸
臨
れ
る
こ
ご
も
、
晒
概
評
［
す
べ
か
ら
ざ
る
史
留
【
な
b
こ
す
Q
（
凝
豆
本
後
記
四
十
九
、
三
月
庚
辰
條
V

　
右
は
主
ご
し
て
主
上
の
御
性
行
趣
味
等
の
方
面
よ
り
し
て
宮
廷
風
俗
の
傾
向
を
考
へ
ん
ご
せ
し
も
の
に
過
ぎ
す
。
よ
う

て
更
に
後
宮
后
妃
の
方
面
よ
り
そ
の
状
態
を
想
像
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

　
延
暦
以
降
の
宮
聞
に
於
け
る
后
妃
の
氏
族
的
關
係
を
概
見
す
る
に
左
の
如
き
結
果
を
得
だ
う
。

　
嵯
峨
…
…
…
百
濟
慶
命

　
仁
明
…
…
…
百
濟
永
慶

　
こ
れ
等
の
人
々
の
宮
閲
に
於
け
る
勢
力
は
一
々
考
ふ
べ
か
ら
す
ε
い
へ
こ
も
、
延
暦
の
朝
に
は
別
に
翼
翼
高
野
新
笠
あ

わ
て
百
濟
氏
の
街
ご
傳
へ
ら
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貼

　
冶
の
表
記
に
徴
し
て
も
知
ら
る
、
禦
ぐ
、
幾
分
な
り
ご
も
韓
雫
島
文
化
の
遺
風
を
傳
へ
し
寒
々
の
宮
廷
に
列
せ
し
こ
ご

は
最
も
留
意
す
べ
き
も
の
な
ら
む
。
想
ふ
に
、
唐
樂
に
潔
し
百
濟
の
風
俗
舞
も
臭
樂
も
行
は
れ
し
如
く
、
唐
装
ご
共
に
朝



鮮
式
服
装
等
の
或
物
も
保
存
せ
ら
れ
し
ε
考
ふ
る
を
得
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
〔
註
〕
　
（
王
）
日
本
後
輪
（
巻
十
七
）
大
同
三
年
十
一
月
戊
子
條
に
、
「
勅
、
如
聞
大
営
會
之
商
量
各
人
等
專
軸
蜘
瀞
、
馬
脚
吻
熱
レ
飾
（
中
略
）
重
り

　
　
　
　
　
　
加
禁
断
不
得
許
容
」
ざ
い
へ
り
。
た
穿
本
文
の
み
見
る
S
き
は
大
営
の
國
風
に
外
來
文
物
の
侵
入
す
る
を
忌
み
給
へ
る
も
の
ξ

　
　
　
　
　
　
も
考
へ
ら
る
。
然
れ
ε
も
、
本
書
十
月
工
空
撮
に
散
齋
三
月
の
制
を
改
め
て
嚇
月
ε
す
る
の
令
あ
る
を
知
ら
ば
、
そ
の
決
し
・

　
　
　
　
　
　
て
爾
古
主
義
に
出
つ
る
こ
ミ
な
き
を
知
る
べ
し
。

　
　
　
　
（
2
）
大
日
本
巾
熟
雀
七
十
・
六
－
七
、
后
妃
億
障

三

　
時
人
の
敏
養
分
そ
の
趣
味
性
に
つ
い
て
考
ふ
る
に
、
こ
れ
將
た
著
し
く
大
陸
文
化
の
影
響
を
受
け
た
b
し
こ
ご
を
知
ら

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
大
同
元
年
六
月
の
命
に
よ
れ
ば
、
皇
族
及
五
位
巳
上
の
子
孫
な
る
も
の
は
十
歳
に
し
て
入
乱
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
俊
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

の
児
量
に
至
て
は
七
歳
に
し
て
遊
君
す
る
も
の
さ
へ
あ
り
き
。
加
ふ
る
に
家
庭
に
於
け
る
外
國
丈
學
の
勢
力
は
頗
る
大
な

り
し
如
く
な
れ
ば
、
相
侯
て
子
弟
の
性
情
が
戚
化
せ
ら
れ
し
こ
ε
明
か
な
ら
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
一
の
如
き
傾
向
は
女
流
に
於
て
も
著
し
縁
、
＋
三
歳
の
皇
子
に
し
て
詩
を
傳
ふ
る
も
の
あ
軌
惚
面
に
ば
、
＋
七
歳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

少
女
に
も
そ
の
例
を
存
す
る
あ
り
。
か
、
る
世
態
な
む
し
か
ば
、
飲
食
住
居
の
風
に
も
そ
の
影
響
を
製
す
る
も
の
少
な
か

　
　
　
第
八
谷
　
　
研
　
究
　
　
亭
安
朝
初
期
の
女
蜷
及
典
証
會
的
背
景
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
五
　
（
一
〇
五
）



◎

　
　
　
麓
〃
八
丁
　
　
　
研
　
　
究
　
　
　
挙
安
湘
剥
初
類
の
女
装
及
顕
ハ
瀞
脾
禽
的
鋤
掃
野
竹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
㎜
號
　
　
　
…
○
山
ハ
　
（
一
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ら
す
。
弘
仁
四
年
九
月
黒
垂
殿
の
御
宴
に
は
そ
の
器
物
み
な
漢
讃
を
用
ゐ
ら
れ
、
つ
い
で
諸
宮
殿
な
ざ
に
も
み
な
新
装
を

施
さ
れ
し
な
り
勧
來
舞
人
あ
接
鰯
多
か
り
し
時
益
し
て
轟
然
の
数
な
る
べ
を
は
い
へ
・
此
種
の
現
象
の
著

し
く
多
き
は
邦
人
が
個
性
を
重
覗
す
る
こ
ざ
少
な
き
に
も
因
す
る
を
畳
ゆ
Q

　
右
に
い
へ
る
は
主
こ
し
て
貴
族
階
級
の
欺
態
な
れ
ざ
も
、
庶
人
も
亦
汎
ね
く
外
糠
喜
物
の
刺
戟
を
受
げ
居
た
り
し
こ
ご

疑
ひ
あ
ら
す
。
そ
は
當
時
彼
等
の
好
奇
心
を
騙
て
大
陸
の
物
資
に
赴
か
し
む
る
機
曾
乏
し
か
ら
ざ
b
し
が
故
な
り
。
績
臼

本
皿
後
記
巻
入
承
和
山
ハ
年
十
月
偏
癸
酉
條
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
是
日
建
禮
門
前
張
立
三
握
、
置
雑
唐
物
、
内
藏
寮
官
人
及
内
侍
等
交
易
、
名
日
宮
市
、

こ
れ
遣
唐
大
使
藤
原
常
並
等
の
編
章
に
際
し
彼
土
よ
り
得
悟
り
し
品
の
一
部
な
る
べ
し
。
本
文
に
て
は
た
や
特
殊
の
境
遇

に
あ
る
人
々
の
み
外
物
を
撰
繹
せ
し
や
う
に
見
ゆ
れ
ご
、
庶
人
も
黎
親
の
自
由
或
は
間
接
に
譲
與
を
求
む
る
が
如
き
こ
ご

あ
り
し
な
ら
ん
。
明
に
庶
人
の
交
易
を
許
せ
し
實
例
も
ま
だ
な
き
に
あ
ら
す
。
三
代
實
録
巻
二
＋
［
貞
槻
十
四
年
五
月
條
に

左
の
如
き
こ
ご
見
え
た
り
。

　
（
イ
）
昔
日
己
丑
、
内
藏
寮
輿
渤
海
客
廻
易
貨
物
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
（
ロ
）
　
廿
】
日
庚
寅
、
鶏
京
師
人
與
渤
海
海
客
変
關
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
（
、
ノ
）
　
廿
二
H
辛
卯
、
聴
諸
市
入
與
客
徒
私
相
市
易
、

　
覧
」
れ
を
以
て
見
れ
ば
「
宮
製
し
及
そ
の
開
放
的
な
る
も
の
ざ
○
焔
墨
黒
書
軸
難
聴
姫
払
が
内
國
の
商
工
業
者
流
を
刺
戟
し
或
は
外



品
の
模
造
ま
た
は
彼
に
暗
示
を
得
て
創
作
せ
る
ε
こ
ろ
の
諸
品
等
を
家
庭
に
供
給
せ
し
む
る
の
数
果
あ
り
し
を
疑
は
す
。

銑
に
然
b
ご
す
れ
ば
、
服
飾
界
に
於
て
も
均
し
く
そ
の
影
響
少
な
か
ら
ざ
り
し
こ
ご
を
認
む
る
に
揮
ら
ざ
る
な
り
。

　
・
〔
註
〕
　
（
エ
）
日
本
後
紀
（
巻
十
四
）
大
同
元
年
六
月
壬
寅
條
に
、
「
又
勅
諸
王
及
五
位
己
上
子
孫
十
歳
以
上
細
入
大
甘
分
業
教
習
」
云
涛
ご
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
．
へ
り
。
本
令
は
弘
仁
三
年
五
月
に
及
び
改
正
せ
ら
れ
、
強
制
就
學
の
弊
を
矯
む
る
こ
ざ
、
な
り
ぬ
。
（
同
書
巻
二
十
二
、
五
月

　
　
　
　
　
　
戊
寅
條
）

　
　
　
　
（
2
）
文
徳
實
録
九
天
安
元
年
十
一
月
戊
戊
條
に
、
藤
原
衛
の
傅
を
叙
し
て
、
「
七
歳
遊
學
、
十
八
奉
戴
章
生
試
及
科
」
の
伺
見
え
た

　
　
　
　
　
　
■
り
。

　
　
　
　
（
3
）
維
國
集
の
一
書
に
よ
る
も
、
明
に
こ
の
事
實
を
徴
し
得
べ
し
。

　
　
　
　
（
4
）
源
明
±
二
歳
の
詩
は
経
國
集
（
巻
±
二
）
に
見
ゆ
。
本
書
に
は
源
弘
、
無
常
十
六
歳
の
詩
を
も
牧
む
（
巻
＋
）

　
　
　
　
（
5
）
有
智
子
内
親
王
十
七
歳
の
詩
は
績
日
本
後
紀
へ
巻
十
七
）
承
和
十
四
年
十
月
戊
午
條
に
載
す
。

　
　
　
　
（
6
）
日
本
紀
略
、
．
弘
仁
四
年
九
月
癸
酉
條
・

　
　
　
　
（
7
）
績
日
本
後
発
（
巻
十
二
）
承
和
九
年
十
月
丁
丑
條
、
菅
原
清
公
の
傳
に
、
弘
仁
九
年
の
こ
ε
を
述
べ
て
「
五
位
巳
上
位
記
、
從
》

　
　
　
　
　
　
漢
様
、
諸
宮
搬
院
堂
門
閣
皆
署
新
額
」
云
々
く
」
い
へ
O
。

　
　
　
　
　
　
・
　
　
四

、
初
世
の
第
二
期
（
郎
ち
貞
槻
以
降
寛
李
に
至
る
）
に
於
け
る
宮
廷
の
氣
蓮
は
漸
次
國
風
の
盲
嚢
を
助
長
す
る
方
面
に
動
き

　
　
第
八
巷
　
　
研
　
究
　
　
亭
安
朝
初
期
の
女
装
及
其
祉
會
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
讐
號
　
　
一
〇
七
　
（
一
〇
七
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
研
　
究
　
　
亭
安
靱
剃
期
の
女
斐
及
巽
趾
環
的
背
綬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
八
　
（
一
〇
八
）

つ
、
あ
り
き
Q
前
期
の
仁
明
帝
に
つ
い
て
後
世
の
詐
家
蝿
は
、

出
講
轟
申
朝
無
題
改
墨
月
華
、
後
房
農
之
飾
、
飯
宴
蘂
之
儲
、
麗
羨
燗
、
野
離
所
。
編
癬
騰
二

　
か
く
の
如
き
直
言
を
加
ふ
る
も
の
あ
り
ご
い
へ
ざ
も
、
こ
れ
等
の
事
實
を
生
め
る
孚
面
は
寧
ろ
御
争
覇
の
多
方
面
な
り

し
こ
ε
に
存
し
て
、
畢
に
専
修
を
好
ま
せ
ら
れ
し
も
の
こ
す
べ
き
に
あ
ら
す
。
さ
り
乍
ら
、
そ
の
結
果
が
朝
家
の
財
政
の

毒
せ
b
ご
い
ふ
は
、
恐
ら
く
事
實
な
ら
む
。
か
く
て
清
和
光
孝
宇
多
の
諸
帝
は
み
な
餓
素
を
主
こ
し
給
へ
る
が
如
し
。
三

代
實
鎌
は
清
和
帝
の
御
資
性
を
述
べ
て
い
は
く
、

　
天
皇
風
儀
甚
美
、
端
突
如
帥
、
性
寛
明
仁
恕
温
和
慈
順
（
中
略
）
好
讃
書
翰
潜
思
羅
敷
（
中
略
）
忠
仁
華
麗
、
天
皇
躬
親
政
事
、

　
卒
由
恭
倫
M
O
巷
滑
入
元
慶
四
年
十
二
刃
四
口
條

　
次
で
光
孝
宇
多
爾
帝
も
そ
の
登
極
以
前
の
御
経
歴
が
自
然
に
華
を
排
し
實
に
就
か
ん
こ
す
る
聖
慮
を
深
か
ら
し
め
し
な

　
め

ら
む
。
二
時
王
族
以
下
の
経
濟
生
活
は
漸
く
裕
か
な
る
を
得
ざ
り
し
こ
ご
史
に
よ
り
て
こ
れ
を
徴
す
べ
し
」
貞
凱
六
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

…
月
勅
し
て
人
康
親
王
家
の
負
債
を
免
し
給
へ
る
な
ご
王
族
の
財
政
を
察
せ
し
む
る
も
の
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
而
し
て
、
か
か
る
事
實
は
更
に
普
ね
く
廷
臣
の
多
数
に
及
ぶ
。
承
和
七
年
六
月
の
倹
約
禽
に
、
「
四
位
五
位
上
職
推
簿
」

ご
て
そ
の
實
無
期
を
延
引
せ
し
な
ざ
は
、
そ
の
適
讃
ご
な
ら
む
。
さ
れ
ば
天
蜜
二
年
五
月
藤
原
宗
論
聾
卒
す
る
や
、
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
あ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
ま

貧
窮
困
、
日
夕
不
給
し
こ
い
へ
り
。

　
か
く
の
如
き
上
下
の
経
読
的
不
安
は
自
然
に
そ
の
奢
修
を
制
限
す
べ
く
、
ま
た
外
來
文
物
に
代
ふ
る
に
國
産
の
物
を
以



て
す
る
傾
あ
ら
し
め
し
こ
ご
明
か
な
り
。
赦
に
第
二
期
廓
清
の
服
飾
界
に
現
は
れ
そ
め
し
外
風
脱
却
の
氣
運
は
、
眞
の
意

味
に
於
け
る
文
化
的
自
畳
の
旋
め
ご
の
み
断
ず
べ
か
ら
す
。
む
し
ろ
経
緯
的
事
情
を
背
景
こ
す
る
實
際
化
の
た
め
な
り
ご

見
る
を
當
れ
り
こ
す
べ
し
。

．
右
に
述
べ
來
れ
る
ご
こ
ろ
は
、
隠
亡
初
期
に
於
け
る
服
飾
推
移
を
解
す
る
に
際
し
、
豫
知
す
べ
き
諸
事
情
の
扁
班
に
過

ぎ
す
。
當
期
服
飾
の
状
態
に
つ
い
て
は
次
に
こ
れ
を
説
か
む
ご
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
〔
註
〕
　
（
－
）
世
縫
物
語
に
次
の
如
き
一
轍
あ
り
。
光
孝
帝
の
皇
后
班
子
の
御
逸
事
を
叙
し
て
「
き
さ
き
に
な
ら
せ
給
て
も
御
帳
の
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
を
日
に
鳳
度
も
の
か
は
ん
亀
こ
み
そ
か
に
い
ひ
て
め
く
り
あ
り
か
せ
給
（
中
略
）
そ
れ
は
小
松
の
官
よ
り
、
い
ち
に
醐
て
物
を
う

　
　
　
　
　
　
い
、
か
は
せ
て
、
か
く
せ
ね
は
心
の
う
ち
の
む
つ
か
し
き
ぐ
」
て
、
し
つ
れ
ば
心
地
の
よ
く
な
ら
せ
給
け
る
ご
串
徳
へ
た
り
。
」

　
　
　
　
　
　
か
く
の
如
き
事
實
を
傳
ふ
。
本
書
は
績
類
從
九
百
五
＋
一
に
牧
め
、
往
々
確
實
な
ら
ざ
る
記
載
あ
り
。
さ
れ
、
ご
江
談
抄
（
巻

　
　
　
　
　
　
三
難
事
）
大
納
言
道
明
到
市
買
物
事
の
例
を
考
ふ
る
ε
き
は
皇
族
に
も
か
か
る
こ
ミ
あ
の
し
な
ら
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
（
2
）
三
代
實
録
（
九
）
頁
観
六
年
十
一
月
七
日
條
に
、
「
詔
免
除
無
品
人
康
親
王
家
、
．
立
腰
百
三
十
疋
、
綿
三
百
屯
　
調
布
四
百
端

　
　
　
　
　
　
銭
三
千
三
百
貫
文
」
云
々
ミ
い
へ
り
。
皇
族
生
活
の
纒
濟
的
破
綻
は
夏
に
古
く
そ
の
實
あ
O
し
こ
書
勿
論
に
し
て
、
文
徳
實

　
　
　
　
　
　
録
（
六
）
齊
衡
元
年
三
月
甲
二
言
無
品
宗
子
内
親
王
の
傅
に
も
見
え
た
の
。
い
つ
れ
も
無
爵
親
王
の
例
な
が
ら
、
此
種
の
傾
向

　
　
　
　
　
　
が
た
だ
そ
れ
等
の
諸
家
に
の
み
隈
ら
れ
し
ε
は
思
は
れ
す
。

　
　
　
　
（
3
）
綾
艮
本
後
紀
（
九
）
承
和
七
年
六
月
一
士
由
－
條
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
（
4
）
文
徳
實
録
（
十
）
天
安
二
年
五
月
丁
亥
條

　
　
　
第
八
巷
　
研
究
　
茶
壷
朝
初
期
の
女
装
及
猛
ハ
飛
倉
的
韻
1
4
景
　
　
　
　
　
　
　
第
扁
號
　

一
〇
九
（
一
〇
九
）


